
【
問
】
今
年
７
月
、
国
の
自
殺

対
策
の
指
針
で
あ
る
自
殺
総
合

対
策
大
綱
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

日
本
の
自
殺
に
よ
る
死
亡
率
は
、

先
進
諸
国
の
中
で
も
非
常
に
高

く
、
引
き
続
き
、
誰
も
自
殺
に

追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
取
り
組

む
必
要
性
を
う
た
っ
て
い
る
。

  

本
市
の
自
殺
対
策
の
取
り
組

み
は
、「
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
絆

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
に
お
い

て
協
議
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
会

議
は
、
ど
の
よ
う
な
部
署
や
団

体
で
構
成
さ
れ
、
ま
た
ど
の
よ

う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か

聞
き
た
い
。

【
答
】
本
市
で
は
こ
の
会
議
の

事
務
局
を
健
康
推
進
課
に
置
き
、

市
の
関
係
部
署
や
保
健
所
、
警

察
、
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
、

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
な

ど
、
合
わ
せ
て
35
の
機
関
で
構

成
し
て
い
る
。

 
 

こ
の
会
議
は
年
に
一
、二
回

開
催
し
、
命
を
救
う
こ
と
を
主

眼
に
置
き
、
自
殺
に
至
る
精
神

疾
患
な
ど
の
早
期
発
見
、
治
療

や
相
談
に
向
け
た
専
門
家
へ
の

紹
介
、
自
殺
予
防
や
心
の
健
康

づ
く
り
に
つ
い
て
の
市
民
へ
の

啓
発
事
業
、
自
殺
未
遂
者
へ
の

事
後
支
援
な
ど
を
行
う
た
め
、

構
成
機
関
相
互
の
連
携
や
情
報

の
共
有
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
構
成
機
関
が
連

携
し
、
対
策
を
協
議
し
て
い
く

一
方
、
構
成
機
関
そ
れ
ぞ
れ
が

事
業
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
大
学
へ
の
進
学
率
は
以

前
と
比
べ
上
昇
し
、
特
色
の
あ

る
大
学
も
増
え
て
い
る
。
行
政

と
大
学
が
連
携
す
る
こ
と
で
、

互
い
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
現
在
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

【
答
】
現
在
、
協
定
な
ど
を
結

ん
で
い
る
な
か
で
、
企
画
調
整

部
で
は
特
に
和
歌
山
大
学
と
の

連
携
で
、
岸
和
田
サ
テ
ラ
イ
ト

を
設
置
し
、
大
学
院
授
業
や
学

部
開
放
授
業
、
旬
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
学
ぶ
わ
だ
い
浪
切
サ
ロ

ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
で
は
、

大
阪
体
育
大
学
と
の
連
携
で
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の
受
け

入
れ
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

【
問
】
協
定
締
結
校
だ
け
で
な

く
、
多
く
の
大
学
と
目
的
に
合

わ
せ
、
連
携
す
べ
き
だ
考
え
る
。

　
ま
た
、
学
生
が
本
市
の
魅
力

に
触
れ
る
こ
と
で
市
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
る
が
、
大
学
と
の
連
携
に
関

し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
聞
き
た
い
。

【
答
】
大
学
と
の
連
携
は
住
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
く

と
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
連
携
校
と
の
関

係
は
大
切
に
し
な
が
ら
、
他
の

大
学
と
も
、
専
門
分
野
や
立
地

条
件
な
ど
に
応
じ
た
連
携
を
進

め
、
各
大
学
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

ん
だ
り
、
地
域
課
題
の
発
見
・

解
決
や
人
材
育
成
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

【
問
】 
行
財
政
再
建
プ
ラ
ン

（
中
間
取
り
ま
と
め
）
を
策
定

し
た
段
階
で
は
、
平
成
28
年
度

決
算
は
議
会
で
ま
だ
承
認
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、
ど
の
よ
う

に
整
合
性
を
持
た
せ
た
の
か
聞

き
た
い
。

  

ま
た
、
29
年
度
の
普
通
交
付

税
の
決
定
内
容
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

【
答
】
現
在
、
28
年
度
の
決
算

を
ふ
ま
え
た
財
政
推
計
の
見
直

し
作
業
中
で
あ
り
、
プ
ラ
ン
で

は
、
昨
年
度
の
財
政
推
計
に
、

中
核
市
移
行
中
止
に
伴
う
影
響

な
ど
を
加
味
し
た
収
支
見
込
み

額
を
示
し
た
。

  

今
後
示
さ
れ
る
財
政
推
計
に

よ
っ
て
は
、
プ
ラ
ン
の
項
目
や

時
期
な
ど
に
つ
い
て
柔
軟
な
対

応
が
必
要
な
可
能
性
も
あ
る
。  

  

29
年
度
の
普
通
交
付
税
に
つ

い
て
は
、
生
活
保
護
統
計
の
修

正
に
よ
る
減
少
な
ど
が
あ
っ
た

も
の
の
、
当
初
予
算
を
若
干
上

回
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
】
国
民
健
康
保
険
制
度
の

都
道
府
県
単
位
化
に
向
け
た
、

大
阪
府
と
の
話
し
合
い
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

【
答
】
府
で
は
、
標
準
保
険
料

率
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
る

が
、
決
定
は
年
明
け
に
な
る
見

込
み
で
あ
り
、
運
営
方
針
は
秋

頃
に
策
定
予
定
で
あ
る
。

　

市
民
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

事
業
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
か
と
い
う
視
点

で
、
機
会
を
捉
え
て
府
に
も
意

見
を
伝
え
て
い
き
た
い
。
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８
月
29
日
の
委
員
会
で
は
、

福
祉
施
設
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

な
ど
を
設
置
す
る
た
め
の
補
正

予
算
や
、
市
民
病

院
新
改
革
プ
ラ
ン

の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
検
証
及
び

見
直
し
を
行
う
評

価
審
査
委
員
会
を
設
置
す
る
た

め
の
議
案
な
ど
を
審
査
し
、
満

場
一
致
で
原
案
を
可
決
し
ま
し

た
。

  

そ
の
後
、
教
育
委
員
会
の
点

検
・
評
価
報
告
書
に
つ
い
て
、

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
の
項
目
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

○
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
浴
室
の

　

利
用
状
況

○
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
敷
地
内

　

に
お
け
る
緑
化
部
分

○
ク
ラ
ブ
活
動
の
外
部
指
導
員

○
チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム
の
開
設
時

　

間
○
岸
和
田
市
学
校
給
食
食
物
ア

　

レ
ル
ギ
ー
対
応
委
員
会
の
現

　

状
○
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

各
常
任
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
状
況

一般質問 一般質問

一般質問

再
建
プ
ラ
ン
と
　
決
算
の
関
係
は

岸
田　
　

厚

誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
な
い
社
会
に松

本　

妙
子

そ
の
他
の
質
問 

○
特
別
支
援
教
育
の
充
実

○
65
歳
以
上
の
障
害
者
の
自
立

　

支
援
給
付
と
介
護
保
険
制
度　

　

の
適
用
関
係

○
求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費

　

の
案
内

  

30
日
の
委
員
会
で
は
、
次
の

項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

○
市
街
地
に
お
け
る
た
め
池
や

　

水
路
の
現
状
及
び
管
理

○
岸
和
田
港
ま
つ
り

○
春
木
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
基

　

本
構
想

○
競
輪
場
の
有
効
活
用

  

31
日
の
委
員
会
で
は
、
受
け

入
れ
超
過
と
な
っ
た
国
か
ら
の

負
担
金
や
補
助
金
を
償
還
す
る

た
め
の
議
案
を
審
査
し
、
満
場

一
致
で
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
の
項
目
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

○
和
歌
山
大
学
岸
和
田
サ
テ
ラ

　

イ
ト

○
女
性
セ
ン
タ
ー
と
大
宮
青
少　

　

年
会
館
の
複
合
化

○
防
犯
カ
メ
ラ
補
助
事
業

○
財
政
の
見
え
る
化

※傍聴される方は、当日、市役所新館

　３階議会受付へお越しください。

政策討論会を開催します

第一分科会…各地区市民センターの運営

第二分科会…公共交通のあり方

第三分科会…市街化調整区域におけるコ

　　　　　　ミュニティの維持

開催日 開始時間 開催する分科会

11 月 13 日

（月）

10:00 第一分科会

13:00 第二分科会

15:00 第三分科会

12 月５日

（火）

10:00 第二分科会

13:00 第三分科会

15:00 第一分科会

１月 16 日

（火）

10:00 第三分科会

13:00 第一分科会

15:00 第二分科会

庁舎建替特別委員会
における審査の状況

　市町村役場機能緊急保全事業や

建設候補地が３つに絞られた経緯、

野田町会との交渉経過、現在考え

ているスケジュールについて報告

を受け、下記の観点から質疑を行

いました。

○専門家を含めた検討組織の設置

○現在地で建て替えたときの仮庁舎

○候補地の優先順位の変更

○防災面から見た庁舎の位置

○建設場所の正式決定の時期

○庁舎が移転した場合の跡地利用

○福祉総合センター跡地への移転と

　周辺整備

○新庁舎に対する市民ニーズ調査

　
　

 

　
岸
和
田
市
議
会
の
主
催
で
、

10
月
３
日
に
議
員
研
修
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
同
志
社
大
学
大
学

院
総
合
政
策
科
学
研
究
科
教
授

の
新に

い

川か
わ

達た
つ

郎ろ
う

氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
議
会
・
議
員
と
し
て
の
災
害

の
対
策
・
対
応
」
を
テ
ー
マ
に
、

積
極
的
な
連
携
で
　
ま
ち
の
活
性
化
を反

甫　
　

旭

そ
の
他
の
質
問 

○
温
暖
化
対
策

文
教
民
生
常
任
委
員
会

事
業
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
員
研
修
会
を
開
催

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
時

の
議
会
の
あ
り
方
や
、
平
時
か

ら
構
築
す
べ
き
議
会
の
防
災
体

制
な
ど
に
つ
い
て
の
講
義
を
受

け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、

各
議
員
か

ら
の
質
問
に
、

講
師
よ
り
意

見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。


